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と
り

た

態
度
が

､

こ

れ

で

知
ら

れ

よ

う
｡

√

(

7
)

ウ

イ
ン

ス

ロ

ー

に

よ

れ

ば
､

｢

帝
国
主
義
論
+

に

は
､

次
の

よ

う
な

評
傾

が

な
さ

れ

て

い

る
｡

｢

帝
国
主
義
者
の

教
理
と

賓
践
に

封
す
る

古

典

的

な

(

8
)

告
蜃
+

せ

あ

る
｡

ま

た
､

｢

現
代
政
治
の

科
畢
的
研
究
に

封
す
る

､

わ

れ

わ

(

9
)

れ

の

時
代
の

も
っ

と

も

顕
著
な

貢
献
の

一

つ

+

で

あ

る
｡

か

く
し

て
､

ウ

イ
ン

ス

ロ

ノ
ー

自
身
は

､

ホ

ブ

ソ

ン

の

帝
国
主
義
論
を

経

済
的
帝
国
主

義
論
と

規
定
し
て

､

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
｡

｢

経
済
的

帝
国
主
義
の

理

論
は
こ

の

よ

う
に

境
が

っ

た

が
､

直
接
に

ま

た

間
接
に

､

ほ

と

ん

ど

す
べ

て

の

筆
記
は

､

出

費
鮎
と

し
て

､

ホ

ブ

ソ

ン

に

ま
で

さ

か

(

10
)

の
■
ぼ

る
｡

+

レ

ー

ニ

ン

は

次
の

よ

う
に

ホ

ブ

ソ

ン

を

評
慣
し

て

い

る
｡

｢

ホ

ブ

ソ

ン

ぱ

近
代
的
帝
国
主
義
の

二
つ

の

『

歴
史
的

･

具
髄
的
な

特
徴
を

ー
す
な

わ

ち
､

一

､

い

く
つ

か

の

帝
国
主

義
切

競
争

､

お

よ
び

二
､

商
人
の

役
割

よ
り

も

金
融
業
者
の

役
割
が

支

配
的
で

あ
る

こ

と

を

ー
カ

ウ

ツ
キ

ー

よ

(

1 1
)

■

り
も

､

よ

り

正

し

く

確
認
し

て

い

る
｡

+

し
か

し
､

ホ

ブ

ソ

ン

が
､

｢

帝
国

主
義
の

不

可
避
性
+

に

反
封
し
､

資
本
主

義
の

下
で

滑
費
能
力
を

高
め
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

帝
国
主
義
を

解
決
で

き
る

と

考
え
て

い

る

こ

と
を

批
判

(

1 2
)

し
て

い

る
｡

っ

ぎ
に

問
題
鮎
を

挙
げ
よ

う
｡

第
一

の

問
題
鮎
は

､

ウ

イ
ン

ス

ロ

ー

が

ホ

ブ

ソ

ン

の

｢

帝
国
主
義
論
+

を

経
済
的
帝
国
主

義
と

規
定
す
る
こ

と
に

関
し
て

で

あ
る
ペ

第
二

の

問
題
鮎
は

､

第
一

の

問
題

鮎
と

関
連
す
る

が
､

7

ホ

ブ

ソ

ン

の

帝
国
主
義
に

対
す
る

見
解
の

欒
化
に

関
す
る

｡

こ

れ

は
､

ウ

(

1 3
)

(

1 4

)

(

15
)

∵
1 1

■

イ
ン

.
ス

ロ

ー
､

静
田

均
教
授

､

ネ
マ

ー

ズ

の

指
摘
す
る

と
こ

ろ

で

あ

り
､

J
･

A
･

ホ

ブ

ソ

ン

研

究

(

16
)

ホ

ブ

ソ

ン

自
身
も

､

あ

る

意
味
で

は

認
め
て

い

る

と
こ

ろ
■

で

あ

る
｡

こ

の

見
解
の

欒
化
は

如

何
に

理

解
さ

れ
る

ぺ

き

か
｡

こ

れ
が

､

第
二

の

問
題
鮎

で

あ
る

｡

第
三

の

問
題
鮎
は

､

帝
国
主

義
の

必

然
性
に

関
す
る

問
題
で

あ

る
｡

第
四

の

問
題
鮎
は

､

帝
国
主

義
政

策
の

推
進
僅
と

し

て

の
､

金
融
業

者
お

よ

び

濁
占
大
資
本
の

役
割
と

､

そ

の

評
償
な

ど
､

政

策
主

慣
の

問
題

(

17
)

で

あ
る

｡

本
稿
は

､

第
一

､

第
二

､

第
三
の

問
題
に

つ

い

て
､

解
明
す
る
こ

と

を

目
的
と

す
る

｡

第
四

の

問
題
鮎
に

つ

い

て

は
､

別
の

横

合
に

譲
り

た
い

｡

(

6
)
､

甲

声

Z
e

m
2
e

詔
､

ゃ

や

Q
叫

叩
.

-

や
ー

烏
.

せ
0

0
村

村
¢

5 .

e

弓
払

O
f

H
山

○

ケ
軌

○

β
-

払

弓
○
→

村

P

(

7
)

甲

声

≦
1

訂
巴
○

弓
-

叫

辞
Q

b
打
叶

訂

⊇
Q

ヽ

ト
ヾ

3

匂

笥
旨
h

訂
ヨ
㌧

ゝ

哲
だ

丸
哩

叫

声

≠

訂

叫
声

昌
之
設
♪

､

h

♂
宅

等
-

芦
吋
一

-

空
T

∞
.

勺

p
.

怠
-
旨
.

(

8
)

勺
.

→
.

呂
0

0

日
〉

ト

ヨ
匂

等

訂
叫

訂
ヨ

P

さ

乳

-
す

ざ
ユ
乱

h
U

監
一

己
へ
匂

､

p
.

ヰ

N

小

P

(

9
)

出
ゴ
P
-

-

乳
O

a
､

→
帯
向

寸

サ

ざ
→

♪
､

哲
莞
N

申

さ
丸

q
已
阜

9
い

ぶ
.

(

1 0
)

甲

声

≦
1

-

n

巴
○

弓
}

Q

や

乳
㌻

p
.

h

さ
.

(

1 1
)

レ

ー

ニ

ン

｢

資
本
主

義
の

最
高
の

段

階
と

し

て

の

帝
国
主

義
+

字
高
讃

､

一

五

〇

貫
｡

(

1 2
)

同

書
､

一

五

九

-
一

六

〇

貫
｡

(

13
)

甲
】

芦

き
1

ど
巴
0

司
､

や

や

Q

畏
-

や

ー

O

N
.

(

1 4
)

番
田

均

｢

尿
帯

域
主

義
者
ホ

ブ
ソ

ン

1
帝
国
主

義
の

経
済
拳

(

二
)

-
+

経
済
論

叢
､

欝
七

十

四

番
､

舞
三

戟
､

昭

和
二

十

九

年

九

月
､

十
一

貫
｡
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121

国
主
義
+

に

お
い

て

は
､

白
人
が

劣
等
人

種
を

統
治
す
る

一

般
的
原
則
が

存
在
し

な
い

こ

と
､

現
状
に

お

い

て

は
､

白
人
は

劣
等
人
種
に

寄
生
し

て

い

る

こ

と
､

ア
ジ

ア

が

西
欧

帝
国
主
義
の

試
金
石
で

あ
る

こ

と

が

論
ぜ

ら

れ
る

｡

第
六

章
､

｢

帝
国
的
連

合
+

に

お
い

て

は
､

植
民
■

地
が

本
国
よ

り

分
離
す

る

傾
向
に

あ
る

こ

と
が

務
想
さ

れ

て

い

る
｡

第
七

章
､

｢

結
論
+

省
略

｡

(

1 8
)

前
に

も

示

し

た

よ

う

に
､
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､
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は
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､
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を
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に
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を
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来
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に
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又
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､
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が

付
け

加

え

ら

れ

た

が
､

序
文
に

お
い

て

は
､

本
文
に

お

け
る

改

訂
は

具

髄
的
に

示

さ

れ

て

い

な

い

｡

｢

こ

の

弟
三

版

は

:
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叢
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｢
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四
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が
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+
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す
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+
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､
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→
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+
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､

｢
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+
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ヽ
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｢
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申
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す
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を
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､
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す
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に
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す
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問
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て
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､
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探
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滑
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叢
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史
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を
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に

し

て

く

れ

る

こ

と

に
､

ひ

じ
ょ

う
に

役
立

っ

た

と

畢
フ

｡

+

(

q
Q

さ
邑
言
切

∵
勺
.

N

ヱ

｢

か

れ

ら
〔

貧
し
い

､

ぼ

ろ

を

着
て

裸
足

で

い

る

子

供

た

ち
〕

は
､

私
に

､

そ

れ

ほ

ど

憐
び

ん
や

困

惑
の

叡
念
を

輿

え

ず
､

あ

ら

ゆ
る

可

J
･

A
･

ホ

プ

ソ

ン

研
究

髄
な

最
上
の

世

界
に

お

い

て

も

『

す
べ

て

が

正

し

く

は

な
い

』

と
い

う

感
情
を

､

は

℃

め

て

輿
え

た

だ

け

だ
｡

し
か

し
､

わ

た

く
し

は
､

こ

の

感
情
を

経

済
思

想
の

明

確
な

種

子
で

あ
る

と
は

思

わ

な
い

だ

ろ

う
｡

■
な

ぜ

か

と

言

え

ば
､

わ

た

く

し
が

､

『

貧
困
の

問

題
』

に

自
ら

関

心

を

も
つ

に

到
っ

た

の

は
､

∴

も
っ

と

後
の

こ

と

だ

っ

た

か

ら

で

あ

る
｡

+

(

一

計
乳

こ

p

中

一

か

ー
ー

N
.

)

｢

わ

た

く
し

は
､

こ

れ

ら
､

す
べ

て

の

連

動
〔

フ

ェ

ビ

ア
･
ン

協
骨

､

ハ

イ
ン

ド

マ

ン

の

祀

骨
民

主

協
骨

､

キ

リ

ス

ト

教
社

食

主

義
者
〕

に

あ

る

同

情
を

感
じ

､

か

れ

ら

の

骨
合

に

出

席
し

､

そ
の

若

干
の

指
導

者
た

ち

と

知

合
に

な
っ

た

が
､

フ

ェ

ビ

ア

ン

主

義

者
を

例

外
と

し

て
､

か

れ

ら
は

､

あ

ま
叫

に

も

煽
動
的
で

あ

り
､

感

情

的

で

あ

っ

た
｡

+

(

一

計
丸

こ

甲

N

や
.

)

(

3 1
)

｢

か

れ

〔

ラ

ス

キ

ン

〕

は
､

他

の

い

か

な

る

イ
ギ

リ

ス

人

よ

り

も
､

社
食

問

題
の

本
質
を

人

間
生

活
の

あ

ら

ゆ

る

部
門
に

影
響
の

あ

る

廉
い

関
連
の

あ

る

問

題
と

し

て

認
識
し

､

最
高
の

道

徳
義
務
敏
を

も
っ

て

封

慶
す
る

こ

と

を

温
く

唱
道

し

た

と

言

え

る

で

あ

ろ

う
｡

+

H
O

訂
○

ロ
ー

一

計
計

召

出
E

l

民
声

､

ワ

ま
.

(

3 2
)

叫

訂
軋

J

や

ぃ

N

汁

■

(

望

冒
J

賀
P

､

山

ま

き
う

㌢
哲

滝
ゝ

音
声

旨
q
P

莞
琵

§
乱

き
っ

邑
払
.

は
､

弟
一

部

｢

一

八

九

九

年
の

ボ

ア

共

和

国
+

､

第

二

部
｢

ラ

ン

ド

の

資
本
家
の

政

策
+

､

弟
三

部
｢

解
決
へ

の

途
+

か

ら

成
立
っ

て

い

る
｡

葬
一

部
は

､

ホ

プ

ソ

ン

が
一

入

九

九

年
､

南
ア

ア

ワ

カ

に

遊
行
し

て
､

共
和

国
お

よ

び

イ
ギ

リ

ス

植
民
地

側
の

要

人

と
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梓
橋
し

た
こ

と

幣
ホ

デ

ブ

ツ

望
肝

臥
i

蕗
に

執
す
る

見

轡
に

､

賢
化
淋

か
っ

た

と
い

う
解
得
で

あ
る

｡

し

か

し
､

わ

た

く
し

は

ホ

ブ

ソ

ン

に

は

見

解
の

賢
化
が

な

く
､

国
際
投
資
の

側
に

攣
化
が

起
っ

て

き

た
の

だ

と

解
持

し

た
い

｡

そ
の

理

由
と

し
て

は
､

帝
国
主
義
に

関
す
る

ホ

ブ

ソ

ン

の

見
解
に

は
､

あ

ま

り

欒
化
が

み

ら

れ

な
い

こ

と

が

注
意
さ

れ

る
｡

｢

帝
国
的
境
張
の

希

望
は

…

…

投
資
の

蹄
結
で

あ
る

｡

…

…

強
国
を

し

て
､

窮
少
園
に

封
し

政

治
的
影

馨
や
コ

ン

ト
ロ

ー

ル

を
さ

せ

る

主
た

る

原
動
力
は

､

金

融
投
資
の

､

-

-

(

6 1
)

(

5 2
)

き
づ

な

で

あ

る
｡

+

商
阿
戦
争
に

封
す
る

見
解
に

も

欒
化
は

見
ら

れ

な
い

｡

ウ

イ
ン

ス

ロ

.-
も

指
摘
し

て

い

る

よ

う
に

｢

国
際
政
府

へ

の

道
+

(

苫
･

琶
塁
1

札
的

叫

邑
胃
3
白
･叶

叫

Q

声

已

q

買
電
3

ヨ
内

さ
叶

､

-

¢
-

山

)

に

は
､

帝
国
主
義
の

(

6 3
)

封
策
と

し

て

の
､

国
内
の

滑
費
水
準
の

向
上
は

挙
げ

ら

れ

て

い

な

い
｡

し

か

し
､

｢

合
理

化
と

失

業
+

(

知

邑
訂
3
白
～

訂
已
軋

3

S
丸

q
莞
→
}

ぢ
訂
哩

ヨ

票
叶

}

-

巴
〇
.

)

に

は
､

｢

購
買
力
の

妖
乏
+

と
い

う
一

章
が

あ

り
､

滑
費
水

準
の

重

要
性
が

香
定
さ

れ

て

い

る

わ

け
で

は

な
い

｡

ホ

ブ

ソ

ン

が
､

｢

も
っ

と

(

5 4
)

も

純
粋
に

文
明

化
さ

れ

た

園
+

と

し
て

､

北
欧
諸
国
や
ス

イ
ス

を

讃
美
し

て

い

る
こ

と

は
､

対
外
進
出
の

代
り
に

､

国
内
開
嶺

､

し

た

が
っ

て

滑

費

水
準
の

向
上

を

重
蔵
し
て

い

る
こ

と

を

示

す
も

の

で

あ

る
｡

ま

た
､

｢

国

際
政
府
へ

の

道
+

に

お
い

て
､

帝
国
主
義
そ

の

も
の

に

つ

い

て

の

見
解
に

は
､

大
き

な

攣
化
は

見
ら

れ

な
い

｡

｢

戦
後
の

民
主
主
義
+

(

b
仏

日
害
⊇
遥

』
ヽ
訂
ヽ

叶

訂
サ
ー

ざ
→

〉

-

ど
N
)

に

7

ぉ

い

て

は
､

帝
国
主
義
の

眞
の

原
因
と
し

て

保
護
色
を

も
つ

一

癖
の

ビ

ジ

(

茄
)

1 2

ネ

ス

マ

ン

と
い

う
表
現
が

見
ら

れ

る
｡

/

-
:

A
･

ホ

ブ

ソ

ン

軒

究

ぎ

せ

に

みl
た

よ

う
に

÷
投
資
の

経
済
弥
解
捧
+

に

ぉ
い

て
､

ホ

ブ

ソ

ン

は

国
際
投
資
の

傾
向
の

欒
化
を

指
摘
し

た

が
■､

か

れ

は

手
離
し
で

楽
観
し

て

い

る

わ

け

で

は

な
い

と

思
う

｡

｢

疑
も

な

く
､

わ

れ

わ

れ

の

議
論
は

､

如

何
な

る

国
民
の

歴
史
に

示

さ

れ

た

よ

り

も
､

よ

り

多
く
の

理

性
と

計
算
さ

れ

た

政
策
が

､

完
全
に

行
な
わ

れ

る

こ

と

を

仮
定
す
る

も

の

で

あ

る

と

(

56
)

言
え

る

で

あ

ろ

う
･

･

…
･

｡

+

ま

た
､

欒
化
し
っ

つ

あ

る

国
際
投
資
に

も

危

険
の

徴
候
が

な
い

わ

け

で

は

な
い

｡

国
際
カ

ル

テ

ル

の

よ

う
に

､

列
強
の

帝
国
主

義
が

共
同
し

て
､

後
進
国
を

搾
取
す
る

お

そ

れ

が

あ

る

か

ら

で

あ

(

57
)

る
｡

次
に

ホ

ブ

ソ

ン

は
､

レ

ー
ニ

ン

の

帝
国
主
義
論

(

一

九
一

七

年
)

を
､

ど

の

よ

う
に

辞
儀
し

て

い

た
で

あ

ろ

う
か

｡

ホ

ブ

ソ

ン

自
身
は

､

レ

ー

ニ

ン

に

つ

い

て

直
接
の

評
債
を

⊥

て

い

な
い
｡

し
か

し
ヴ

ェ

ブ

レ

ン

に

関
連

(

58
)

し
て

､

レ

ー

ニ

ン

ヘ

の

言
及
が

見
ら

れ

る
｡

ホ

ブ

ソ

ン

は
､

ヴ
ェ

ブ
レ

ン

が
､

帝
国
主
義
に

つ

い

て

マ

ル

キ
シ

ズ

ム

の

解
繹
に

近
い

も
の

と

期
待
し

た

が

事
案
は

そ

う
で

な
か

っ

た
｡

ヴ
ェ

ブ

レ

ン

は
レ

ー

ニ

ン

の

｢

帝
国
主

義
論
+

に

受
け

入
れ

ら

れ

て
い

る
マ

ル

ク

ス

的
解
繹
を

無
税
し
て

い

る
｡

こ

れ

は

ヴ
ェ

ブ
レ

ン

が

帝
国
主

義
に

つ

い

て
､

経
済
的
原
因
よ
り

は
､

愛

(

59
)

園
心
の

心

理

学
を

重

税
し

た

た

め

で

あ

る
｡

こ

の

鮎
に

お

い

て
､

ウ

イ

ン

ス

ロ

ー

は
､

ホ

ブ

ソ

ン

が
‥

ヴ
ェ

ブ
レ

ン

を

批
判
し
て

い

る

と

述
べ

て

い

る
｡

し
か

し

ホ

ブ

ソ

ン

が

批

判
し

た

鮎
は

､

ヴ
ェ

ブ

レ

ン

が
マ

ル

ク
.

ス

的

解
繹
に

盲
目
的
で

あ
っ

た

こ

と
に

封
す
る

よ

り

は
､

ヴ
ェ

ブ

レ

ン

が
､

｢

有

(

60
)

教
な

世
界
政
府
の

可
能
性
に

封
す
る

し

ん

し

な

希
望
+

を

認
め
な

か
っ

た

こ

と

に

封
し

て

で

あ

る

と

思
わ

れ

る
｡

ヴ
ェ

ブ

レ

ン

他

愛
国
主
義
の

心

理
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ヽ

一

橋

論

叢

弟
三

十

七

金

券
五

瀕

8

畢
を

重

税
す
る

わ
あ

ま

り
､

ド

イ

ツ
の

裾
滅
以

外
に

平
和
の

希
望
は

な
い

(

6 1

)

1 2

と

考
え
て

い

た

か

ら

で

あ

る
｡

ホ

ブ

ソ

ン

白
身
は

､

マ

ル

ク

ス

に

対
し

て

は
､

｢

資
本

論
+

を

英
詳
で

讃

ん

だ

け

れ

ど

も
､

努
働
償
憶
説
と

唯
物
梓
語
法
に

お

じ

け

が
つ

い

た

と

言

(

6 2
)

っ

て

い

る
｡

し

た
が

っ

て

ホ

ブ

ソ

ン

は
､

ヴ
ェ

ブ
レ

ン

が
マ

ル

ク

ス

的
解

繹
に

旨
目
酪
で

あ
る

と

批
判
し
て

も
､

か

れ

白
身
が

マ

ル

ク
ス

的
解
繹
に

賛
成
だ

と

言
う
わ

け

で

は

な
い

｡

し
か

し
､

プ
レ

イ
･

ル

ス

フ

ォ

ー

ド

は

ホ

ブ

ソ

ン

が
マ

ル

ク
ス

を

受
け

入

れ

な
か
っ

た

に

か

か

わ

ら

ず
､

か

れ
の

(

¢3
)

経
済
史
観
が

き

わ

め

て

マ

ル

ク

ス

に

類
似
し
･て
い

る

と

述
べ

て

い

る
｡

以

上
に

見
ら
れ

た

よ

う
に

､

帝
国
主

義
の

解

決
に

つ

い

て
､

何
ら
か

の

形
に

お

け
る

世
界
政
府
へ

の

希
望
が

､

強
く

な
っ

て

い

っ

た
こ

と

は

確
か

で

あ

る
｡

帝
臥
主
義
に

封
す
る

強
調
鮎
が

経
済
よ

り

政
治
へ

と

移
行
し
て

(

64
)

い

っ

た
の

で

あ

る
｡

(

47
)

詮

(

1 3
)

､

(

1 4
)
､

(

1 5
)

参
照

｡

(

4 8
)

註

(

1 6
)

参
照

｡

(

4 9
)

出
O

b
∽

○

ロ
ー

ゝ
声

由
Q

3
Q

ヨ
訂

旨

首
邑
邑
3

阜

一

望

邑
･

言
ゎ

声
叶

〉

せ

p
.

-

-

か

-
γ

(

5 0
)

ト

訂
軋

J

p

+
-

叫
･

(

5 1
)

一

計
軋

J

や
】

○
∞

･

(

5 2
)

一

計
丸

J

甲

-

○

か
一

(

5 3
)

(

5 4
)

(

5 5
)

≦
1

-

β
S
-

○

弓
､

勺

や

3 .

㌻

や

.
岩
N

-

q
Q
→

さ
訟
叫

3
h

-

ワ

リ
U

.

b
b

き
g

言
Q

呵

空
っ

訂
→

≠

訂
-

す

ぎ
〕

ワ

笥
･

(

5 6
)

ゝ
さ

哲
S

§
訂

旨
訂

局ヾ

亙

邑
3

ミ
ヽ

喜

邑
3

完
さ
汁

中
一

N

N
･

(

5 7
)

知

邑
S

邑
旨

叶

叫

Q

芦

…
丸

冒
空
}

旦
遥
3

完

阜
ワ

】

■-

汁

(

5 8
)

ホ

ブ

ソ

ン

は

ヴ
ェ

ブ
レ

ン

の

貢

献
を

次
の

よ

う
に

評

償
し

て

い

る
｡

■
｢

全

く
､

典

型

的

賓
本
主

義

国
家
で

あ

る

か

れ

自
身
の

囲
〔

ア

メ

リ

カ
〕

の

人
々

の

行

焦
に

､

新
し
い

形

式
で

経

済
的
決

定
論

を

適
用

し

た
こ

と

は
､

ヴ
ェ

ブ

レ

ン

が

ふ

れ
の

時

代
の

思

想
に

輿

え

た

本
質

的
な

貢
麒
で

あ

る

と

み

な

さ

れ

与
つ
｡

+

(

H
O

訂
○

ロ
､

冨
巴

冨
､

-

巴
か

･

ワ
′

巴
.

)

(

5 9
)

ト

訂
丸
･

-

胃
･

-

旨
-
-

･

(

6 0
)

ト

訂
軋

J

p
.

-

合
･

(

6 1
)

<
e

E
e

n
､

り
声
巾

旨
ぎ
言

Q

ヽ

詩
聖
♪

吋
･

N

O

N
･

C
諾
わ

む

す

H
O

ヴ
∽

○

ロ

サ

ロ

ー

㌔

監

3
､

p

-

全
T

.

(

6 2
)

q
Q
→

ち
琵
已

3
h

-

や

訟
･

(

6 3
)

H
.

出
キ

邑
邑
O

a
-

ト

q
恥

-

苫
→

ぎ
ヽ

ト

･ゝ

也
告
篭
さ

ら
･

P
-

窒
∞

･

(

6 4
)

ホ

ブ

ソ

の

経
済
的

国
際
主

義
に

つ

い

て

は
､

別
の

横
合
に

詳
し

く

と

り

あ

げ

た
い

｡

五

む

す
び

不

完
全
で

は

あ

る

が

以

上
の

分
析
に

も

と
づ

い

て
､

一

應
の

結
論
を

述

べ

て

み

た

い
｡

そ

の

意
味
で

覚
書
的
結
論
と

し
て

､

今
後
の

完
成
を

期
し

た
い

｡

H
ホ

ブ

ソ

ン

の

｢

帝
国
主
義
論
+

を

経
済
的
帝
国
主
義
を

規
定
す
る

こ

と
に

つ

い

て

∂う0



(

リ
ノ21

ウ
イ

ン

ス

ロ

ー

は

ホ

ブ

ソ

ン

の

｢

帝
国
主
義
論
+

々

経
済
的
帝
国
主
義

(

65
)

の

理

論
と

規
定
し

て

い

る
｡

た

し

か
に

､

｢

帝
国
主
義
論
+

に

お

い

て

は
､

経
済
的
要
因
が

強
調
さ

れ

て

は

い

る

が
､

第
二

部
｢

帝
国
主

義
の

政
治

学
+

､

｢

封
外
強
硬
主

義
の

心

理

学
+

な
ど
､

非
経
済
的
要
因
に

も
､

大
き

な

荏
急
が

沸
わ

れ

て

い

る
｡

ホ

ブ

ソ

ン

は

後
に

｢

帝
国
主
義
論
+

の

杜
合

(

6 6
)

畢
的
な

考
察
を

理

想
と

考
え

た

ら

し
い

｡

ラ
ス

キ
ン

に

な

ら
っ

て
､

社
食
問
題
を

統
一

的
に

把
握
七

よ

う
と

し

た

の

で

か

る

か

ら
､

ホ

ブ
ソ

ン

を
一

義
的
に

経
済
的
帝
国
主

義
と

し

て

規
定

し

て

し

ま

う
こ

と

は
､

い

さ

さ
か

疑
問
に

思
わ

れ

る
｡

シ

ュ

ン

ペ

ー

タ
ー

の

｢

帝
国
主
義
論
+

は

社
食
畢
的
で

あ
ゥ

て
､

い

わ

ゆ

る

経
済
的
帝
国
主
義
論
に

封
す
る

批
判
で

あ

る
｡

そ
の

意
味
で

､

両
者

の

｢

帝
国
主
義
論
+

を

比

較
す
る

こ

と

は

興
味
が

あ

る
｡

簡

単
に

述
べ

る

な
ら

ば
､

シ

ュ

ン

ペ

ー

タ
ー

は

標
語
と

し

て

の

帝
国
上

土

義
と

､

賓
践
と

し

て

の

帝
国
主
義
を

直
別
す
る

｡

賓
践
と

し

て

の

帝
国
主

義
は

､

無
目

的
的

な

衝
動
に

も

と
づ

く
も
の

で

あ
っ

て
､

決
し

て

経
済
的

､

目
的
的
で

満

な

い
｡

資
本
主
義
以

前
の

生

産
棟
式
に

よ
っ

て

支
配
さ

れ

る

も
の

で

あ

り
､

そ

の

意

味
で

隔
世
遺
停
で

あ
る

｡

標
語
と

し

て
.

の

帝
国
主
義
は

､

い

わ

ゆ

る

十
九

世
紀
後
半
に

お

け
る

イ
ギ

リ

ス

の

帝
国
主
義
で

あ
っ

て
､

保
守
票

の

ス

ロ

ー

ガ
ン

で

あ

り
､

賓
践
に

は

移
さ

れ

な

い

も
の

で

あ

る
｡

イ
ギ

リ

ス

は

貴
践
と

し

て

の

帝
国
主
義
に

は
､

も
っ

と

も

縁
の

少
な
い

国
の

一

つ

で

濁

る
｡

イ

ギ

リ
ス

に

も

帝
国
主
義
的
活
動
も

存
在
し

な
い

こ

と

は

な
い

が
､

こ

れ

は

私
的
な

帝
国
主
義
で

あ

る
｡

民
主

化
さ

れ

た

国

家
､

｢

純
粋

の
+

資
本
主
義
の

下
に

お

い

て

は

帝
国
主
義
は

絶
滅
す
る

｡

ホ

ブ

ソ

ン

ほ

l
･

A
･

ホ

ブ

ソ

ン

折

究

l

運
動

､

賓
伐
と

し

て

の

帝
国
主
義
を

問
題
と
し

て

い

る
の

で

あ
っ

て
､

標

語
と

し
て

の

帝
国
主

義
と
い

う
概
念
は

な
い

｡

帝
国
主

義
の

原
動
力
で

あ

る

愛
国
主
義
者
は

､

シ

ュ

ン

ペ

ー

タ
ー

の

場
合
と

同
じ

く

盲

目

的
で

あ

る
｡

し
か

し
､

金
融
業
者
と
い

う
集
中
と

計
算
を

行
な

う
も

の

が

い

る

の

で

あ

る
｡

ホ

ブ

ソ

ン

が

問
題
に

し

た
､

南
ア

フ

リ

カ

の

金
融
業
者
は

､

シ

ュ

ン

ペ

ー

タ

ー

に

言
わ

せ

る

と
､

私
的
帝
国
主
義
で

あ

ろ

う
｡

シ

ュ

ン

ペ

ー

タ

ー

に

あ
っ

て

は
､

計
算
が

帝
国
主
義
を

阻
止

す
る

と

考
え

ら

れ

(

標

語
と

し

て

の
1

帝

国

主

義
の

場

合
､

お

よ

び

｢

純
粋
な
+

資
本
主

義
の

下

で
)

､

ホ

ブ

ソ

ン

に

あ
っ

て

は
､

計
算
が

帝
国
主

義
を

操
縦
す
る

と

考
え

ら

れ

る
｡

も
っ

と

も
ホ

ブ

ソ

ン

の

場
合
も

､

国
民

全

潰
の

計
算
の

立

場
か

ら

言
え

ば
､

帝
国
主
義
は

阻
止
さ

れ

る

ぺ

き

も
の

で

あ

り
､

資
本
主

義
を

攻

息
す
る
こ

と
に

よ
ヶ

て

解
決
さ

れ

る
｡

改
良
さ

れ

た

資
本

主

義

と
､

｢

純

粋
な
+

資
本
主

義
と

が
､

か

り
に

近
い

も
の

で

あ

る

な

ら
､

両
者
の

説
は

思

っ

た

よ

り

接
近
し
て

い

る
.
鼻
の

と

言
え
よ

う
｡

■
ウ

イ
ン

ス

ロ

ー

も

静
田

教

授
も

､

ホ

ブ

ソ

ン

と
シ

ュ

ン

ペ

ー

タ
ー

の

類
似
を

指
摘
し

て

お

ら

れ

る
｡

H
ホ

ブ
ソ

ン

の

帝
国
主
義
に

封
す
る

見
解
の

愛
化
に

つ

い

て

ホ

ブ

ソ

ン

の

見
解
を

経
済
的
帝
国
主
義
と

規
定
す
る

な

ら

ば
､

■
ホ

ブ

ソ

ン

の

見
解
は

明
ら
か

に

欒
化
し

た

と

言
え

る
｡

し

か

し
､

こ

の

規
定
に

疑

問
が

あ

る

と

す
る

な

ら

ば
､

い

わ

ゆ
る

､

ホ

ブ

ソ

ン

の

見
解
の

欒
化
は

如

何
に

解
繹
さ

れ
る
べ

き
で

あ

ろ

う
か

｡

ホ

ブ

ソ

ン

も

認
め

る

よ

う
に

､

強

調

鮎
が

､

経
済
的
要
因
よ

り
､

政
治
的

､

社
食
的

要
因
に

､

移
行
し

た
こ

と

は

動
か

な
い

こ

と
で

あ
る

｡

｢

帝
国
主
義
論
+

以

後
の

話
者
作
に

お

い

て

は
､

右
の

襲
北
に

為

か
か
.
わ

j ∂J
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